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日時： 平成26年10月 17日（金）  
第1部 12時30分～15時30分 （12時開場） 
第2部 16時～17時 

会場： 京都産業大学 壬生校地 むすびわざ館 
      2階ホール（第1部） ・ 3階教室（第2部） 

京都市下京区中堂寺命婦町１－１０  
（ＪＲ丹波口駅徒歩4分／阪急大宮駅徒歩7分） 

※ むすびわざ館には駐車場はございません。お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利用ください。 

開会挨拶  

基調講演「アメリカの少年非行対策プログラム」(80分)（英日逐次通訳付き）

Megan C. Kurlychek Associate Professor, School of Criminal Justice, University at Albany, SUNY. 
Visiting fellow of Bureau of Justice Statistics, Department of Justice, USA.  

講演①「台湾における少年非行対策の新動向」(20分)（日本語） 

Cathy T. H. Chen （陳慈幸) （Professor, Department of Criminology, National Chung Cheng University  
講演②「現代日本社会と少年非行対策」（20分）（日本語） 
    矢島 正見 （中央大学 文学部 教授） 
質疑応答（45分）                  ※敬称略。基調講演、質疑応答には逐次通訳が付きます。 

ワークショップ①「サイバーボランティアをめぐって」 

   話題提供者： 四方 光 （慶應義塾大学 総合政策学部 教授） 

ワークショップ②「スマホを取り巻く脅威とセキュリティ対策」 

   話題提供者： 加賀谷 伸一郎 （独立行政法人 情報処理推進機構（ＩＰＡ） セキュリティセンター 調査役） 

ワークショップ③「ネット社会と女子非行」 

   話題提供者： 矢作 由美子 （敬愛大学 国際学部 非常講師）                       ※敬称略 
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E-mail: icj-ksu@cc.kyoto-su.ac.jp

 icj-ksu@cc.kyoto-su.ac.jp
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